
広報かみ平成２１年１２月号 広報かみ平成２１年１２月号２３ ２２

さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物
タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

討
論
を
行
い
な
が
ら
、
徐
々
に

液
晶
の
世
界
へ
と
潜
り
込
ん
で

い
く
、
そ
の
精
神
を
集
中
さ
せ

い
く
、
そ
の
精
神
を
集
中
さ
せ

る
瞬
間
が
私
は
好
き
で
す
。
し

る
瞬
間
が
私
は
好
き
で
す
。
し

か
し
、
長
い
間
研
究
の
生
活
を

か
し
、
長
い
間
研
究
の
生
活
を

し
て
い
る
と
時
々
落
ち
込
む
こ

し
て
い
る
と
時
々
落
ち
込
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
教

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
教

授
が
私
に
「
諦
め
る
な
！
一
緒

授
が
私
に
「
諦
め
る
な
！
一
緒

に
頑
張
れ
！
」
と
声
を
か
け
て

に
頑
張
れ
！
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
言
葉
で

く
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
言
葉
で

「
一
人
で
は
な
い
」
と
実
感
す

「
一
人
で
は
な
い
」
と
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
今
年
「
よ
さ
こ
い
祭
」

　

私
は
今
年
「
よ
さ
こ
い
祭
」

に
大
学
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
、

に
大
学
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
、

素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
ま
し

素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
優
美
で
、
あ
で

た
。
皆
さ
ん
の
優
美
で
、
あ
で

や
か
な
風
采
が
人
を
引
き
つ
け

や
か
な
風
采
が
人
を
引
き
つ
け

ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
は
全
人
民

ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
は
全
人
民

的
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
子

的
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
や
お
年
寄
り
も
楽
し
ん
で

ど
も
や
お
年
寄
り
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
「
笑
進
笑
鳴
（
し
ょ

い
ま
す
。
「
笑
進
笑
鳴
（
し
ょ

う
し
ん
し
ょ
う
め
い
）
」
と
い

う
し
ん
し
ょ
う
め
い
）
」
と
い

う
新
し
い
こ
と
ば
も
生
ま
れ
ま

う
新
し
い
こ
と
ば
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　土佐山田町北ノ山ＪＲバス停北、民家の裏に

土佐藩山内家家臣友松次右衛門氏廣の墓碑があ

り、８歳で他界した弟と２基が並んでいる。氏

廣の墓碑は高さ２m・幅６１㎝・奥行３６㎝あっ

て、香美市内では、江戸時代のもので最大級と

言われている。

　墓域右前には、妹が兄のために御影石の燈籠

を奉献してある。延寶三乙卯年とあるので、１６

７５年、江戸時代の初期である。氏廣は知行３百

石、馬ノ上村１１７石、宮ノ口村５９石余、入野

村１０石とあって、御蔵米も給されたであろう。

　氏廣の弟友松勘十郎氏興は、歴史的に知られた人物である。勘十郎は元和８年

（１６２２）３月、氏盛の次男として高知城下に生まれ、京都に出て勉学中、将軍秀忠の庶子正之の知己

を得て、寛永１１年（１６３４）信州高遠藩主となった保科正之に取りたてられ、１３歳で２百石を給せら

れた。正保元年（１６４４）正之が会津若松に移封せられて氏興と名乗り、寛文２年（１６６２）には家老職

に列し２千石を給せられるまで栄達した。藩主正之は学問を尊び、氏興と共通点が多かったようである。

吉川惟足に神道を学び、土佐南学を究めたと言われる山崎闇斎を招いて儒学を修め、家訓１５箇条を定め

るに貢献した。忠孝と和の会津武士を養成し、奥州の鎮として幕府の信頼に応えた。その業績の例では、

米沢藩主上杉綱勝は、後継が無く２７歳で病没した時、上杉家

は断絶の危機にあった。正之は、江戸家老の氏興と協力し吉良

上野介義央の長男綱憲を上杉家の養子とする許可を得た。米沢

上杉家では、戊辰戦争で会津藩窮地に奥州列藩同盟を主唱し、

その救済に動いて報いたのであった。氏興は、公平で私欲無く

忠臣としての潔白を正之に賞せられたといわれるが、性剛直に

過ぎ２代藩主正経の時におとしいれられ、職を免ぜられた。貞

享４年（１６８７）に小屋で没し、後継が無く一代で絶えた。

　福島県猪苗代町は、家老氏興が堰を築き、用水して開田した

土地で、保科正之を祀る土津神社が建てられ、境内末社に３代

藩主正容が氏興の誠忠を認め、忠彦霊社（まめひこれいしゃ）

として祭られている。（香美史談会）

◆
工
科
大
学

　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

【
日
時
】

12
月
１
日
（
火
）
〜
１
月
５
日

（
火
）
18
時
〜
24
時　

【
場
所
】
高
知
工
科
大
学

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　

当
日
限
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
点

灯
と
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
体
験

教
室
や
、
ケ
ー
キ
・
ド
リ
ン
ク

の
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
地
元
保
育
園
児
の
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
品
展
示
が

あ
り
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
23
日
（
水
）
19
時
〜
22
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
工
科
大
学

☎
53－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

◆
第
19
回
山
田
高
校
学
校

芸
術
三
科
合
同
発
表
会

　

山
田
高
等
学
校
の
芸
術
三
科

(

音
楽
・
書
道
・
美
術
）
の
授

業
作
品
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果

の
発
表
会
で
す
。

①
書
道
・
美
術
作
品
展
示
会

【
日
時
】
１
月
９
日(

土)

〜
17

日(

日)
９
時
〜
17
時

※

最
終
日
17
日(

日)

は
15
時
ま

で 【
場
所
】
香
美
市
立
美
術
館 

※

入
場
料
無
料

②
音
楽
授
業
選
択
生
徒
に
よ
る

演
奏
発
表
会

【
日
時
】

１
月
９
日(

土)

14
時
開
演

【
場
所
】
山
田
高
校
体
育
館

※

入
場
料
無
料　

③
第
18
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

【
日
時
】　

２
月
14
日(

日)

14
時
開
演

【
場
所
】
香
南
市
の
い
ち
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

サ
ン
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
３
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
立
山
田
高
等
学
校

☎
52

－

３
１
５
１

◆
山
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

講
演
会

【
日
時
】

１
月
23
日
（
土
）
15
時
〜
17
時

【
場
所
】

山
田
小
学
校
体
育
館

【
内
容
】

子
ど
も
の
心
を
育
て
る
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
講
師
】

菅
原
裕
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.y
s-co
m
m
.co
.jp
/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

髙
橋

☎
53－

３
１
８
５

　　

◆
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
　
　
　

参
加
者
募
集

【
日
程
】

２
月
11
日
（
木
）
〜
13
日
（
土
）

【
行
き
先
】

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

【
宿
泊
先
】
志
賀
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
（
丸
池
ス
キ
ー
場
前
）

【
参
加
費
】

４
３
，０
０
０
円（
リ
フ
ト
券
３

日
間
付
）
程
度
の
予
定
で
す
。

【
締
切
】
１
月
８
日（
金
）
17
時

【
募
集
人
数
】
45
人

※

定
員
に
な
り
次
第
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載

不
要
）
香
美
市
役
所
建
設
都
計

課　

中
井　

潤

☎
53－

３
１
１
９

　

53－

１
３
８
９

   k
en
setsu

0
1
@
city
.k
am
i.

   k
o
ch
i.jp

（
香
美
市
体
育
会
ス
キ
ー
部
・

土
佐
山
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

　

本
誌
で
は
10
月
号
か
ら
毎
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
の

お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
入
る
と
、
県
内
に
警

報
が
出
さ
れ
、
香
美
市
内
で
も

学
年
閉
鎖
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

・
変
更
が
あ
り
、
本
格
的
に
流

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
、
人

ご
み
に
入
る
機
会
も
増
え
て
き

ま
す
が
、
我
が
家
に
は
乳
児
が

い
ま
す
の
で
マ
ス
ク
は
か
か
せ

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
良
い
新
年
が
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私

は
高
知
工
科
大
学
大
学
院
１
年

生
で
す
。
専
門
は
地
球
環
境
工

学
で
す
。
今
日
は
私
の
国
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
中
央
ア

ジ
ア
に
あ
り
ま
す
。
面
積
は
約

44
万
７
，
４
０
０
平
方
㎞
、
人

口
は
２
，
７
０
０
万
人
で
す
。

最
初
の
人
間
定
住
の
跡
は
数
千

年
昔
で
、
オ
ア
シ
ス
都
市
と
し

て
栄
え
、
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。

　

８
世
紀
に
宗
教
と
文
化
の
非

常
に
重
要
な
部
分
で
あ
る
イ
ス

ラ
ム
教
を
ア
ラ
ブ
人
が
伝
え
ま

し
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
を
通
り
、
東
洋
と

西
洋
を
リ
ン
ク
し
ま
し
た
。
タ

シ
ケ
ン
ト
、
ブ
ハ
ラ
、
サ
マ
ル

カ
ン
ド
、
お
よ
び
ク
フ
ニ
ャ
ー

ウ
ル
ゲ
ン
チ
市
は
イ
ン
ド
、
中

国
、
エ
ジ
プ
ト
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ

ウ
ム
、
ス
ラ
ヴ
の
国
、
お
よ
び

ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の
隊
商
路
の
交

差
点
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
地

は
歴
史
上
、
世
界
的
に
有
名
な

学
者
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
領
土
は
い
つ
も
外
国

人
の
侵
略
者
を
引
き
付
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
々
は
絶
え
間
な
く
独
立

と
自
由
を
得
よ
う
と
苦
心
し
ま

し
た
。

　

新
し
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

は
、
１
９
９
１
年
に
独
立
を
獲

得
し
ま
し
た
が
、
精
神
的
あ
る

い
は
物
質
文
化
の
豊
か
な
宝
庫

は
何
千
年
間
も
展
開
し
て
い
ま

し
た
。
国
民
性
は
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
富
み
、
人
々
に
会
う
の

が
好
き
、
好
奇
心
が
強
い
な
ど

で
す
。 

　

地
理
は
内
陸
性
乾
燥
気
候
、

砂
漠
、
農
業
の
盛
ん
な
オ
ア
シ

ス
、
川
、
谷
も
あ
り
ま
す
が
、

山
も
多
く
、
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
・
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
観
光
に
こ
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。                   

31

　　
ア
ザ
ム
ジ
ョ
ン　
ソ
リ
エ
フ

　
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

　
　

タ
シ
ケ
ン
ト
）

香美史

記訪探
第８回
友松氏廣と
弟氏興の功績
土佐山田町宮の口

掲　

示　

板

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　　作：宗石　真奈
（山田高校マンガ部）
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友松氏廣墓友松氏廣墓友松氏廣墓

液

世
界

潜

込

で

討討
論論
を
行
を
行
を
行
を
行
を
行
を
行
を
行行行行
い
な
い
な
い
な
い
な
い
な
い
な
いい
な
い
な
い
ななな
いい

が
ら
が
ら
が
ら
が
ら
が
ら
が
ら
が
らら
、
徐
、
徐
、
徐
、
徐
、、
徐
、、、
徐
々
に
々
に
々
に
々
に
々
に
々
に
々
に
々
に
々
に
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墓碑

国道１９５号
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